
・　D10

・　D13

・　D16

　　　使　用　箇　所　　径 　　材　種

・　鉄筋

JIS規格品

JIS規格品

JIS規格品

　　　　　備　　　考

一 般 事 項

１．一般事項

ａ）　本標準図は、鉄筋コンクリート造による耐震補強の壁増設・袖壁増設及び既存壁の増し打ち等に適用する。

ｂ）　設計図書の優先順位

ｃ）　上記設計図書類に記載なき事項は、監督員と協議する。

ｄ）　本標準図中、特に単位なき寸法は、ｍｍを示す。

２．工事計画

本工事は、既存の構造体に鉄筋コンクリート造の耐震壁増設・袖壁増設及び既存壁に増し打ちをすることで建物の

耐震性の向上及び改善を図るものであり、既存鉄筋コンクリート躯体との接合が極めて重要である。

また本工事は、特定された場所での工事で、一般の建築工事とは施工方法等が異なる所があるので、下記の内容に

・　既存建物のスパン・階高及び躯体寸法等は、現地実測による。

・　設備用埋設管等の有無を事前に調査し、支障のないように施工する。

・　工事中の騒音・粉塵及び落下物の危険防止を考慮した施工を行う。

・　施工に先立ち、工事工程表及び全工事の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。

・　既存鉄筋コンクリート躯体と補強壁との一体化を図るよう、入念に施工する。

特に注意して施工する。

３．使用材料　　　　　　　　　（適用事項は○印で示す）

・　Ｆｃ＝２７Ｎ／ｍｍ2

・　普通コンクリート　

　　　設計基準強度

・　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ2

・　Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ2

・　Ｆｃ＝３０Ｎ／ｍｍ2

・　Ｆｃ＝　　Ｎ／ｍｍ2

　　　使　用　箇　所 スランプ

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

　　　　　　　：　スランプ　　　　　１８ｃｍ以下

　　　　　　　：　単位セメント量　　３００ｋｇ／ｍ3　以上（膨張材含む）とする

　　　　　　　：　膨張材はＪＩＳ　Ａ　６２０２により、使用量は製造所の仕様による

膨張剤入り　

　　　　　　　：　調合管理強度は「標仕」による

膨張剤入り

膨張剤入り

膨張剤入り

　　　　備　　　考

・　D19

・　D22

・

JIS規格品

JIS規格品

・　φ@　　（　　　φ）

・　φ@　　（　　　φ）

　鉄筋径、ピッチ、直径

・D　 @　　（　　　φ）

・D　 @　　（　　　φ）

　　　使　用　箇　所

１４

　　　使　用　箇　所　　径 　　材　種

・　D16 JIS規格品

JIS規格品・　D13

　　　　　備　　　考

　　　　　備　　　考

　　　　　　　　　　　　　：　コンシステンシー　Ｊ　ロート　８±２（秒）

・　あと施工アンカー　　　：　接着系アンカー　　カプセル型　有機系　　　　　　　　回転・打撃式

・　スパイラル筋　　　　　：　ＪＩＳ　Ｇ　３５３２に規格される普通鉄線またはＳＲ２３５（ＪＩＳ規格品）

JIS規格品

JIS規格品

・　D19

・　D22

・　その他の材料　　　　　：　上記以外の材料でも、特別な調査・研究成果を示すことにより、監督員の承諾を

　　得て使用することができる。

下記の材料は、「標仕」に従い材料試験を行う。

４．材料試験

・　D16 JIS規格品SD345

SD345

　　　　　　　：　水セメント比・水結合材比　　　６５％以下

無収縮モルタル　　　　：　圧縮強度試験　〔　各打設日毎　３本（４週）〕

・　無収縮モルタルの供試体の養生は封かん養生とする。

注：　・　圧縮強度試験(四週強度)は、すべて公的機関で行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧縮強度推定用　３本（現水または標準：４週）〕

普通コンクリート　　　：　圧縮強度試験　〔　各打設日毎　管理試験用　　　３本（標準：４週）

・　現地実測寸法に基づいた施工図を作成し、監督員の承諾を得る。

・　コンシステンシー試験は、ロート法としロートは、Ｊ　ロートとする。１４

・　無収縮モルタル　　　　：　設計基準強度　　　Ｆ＝３０Ｎ／ｍｍ2　以上

SD295

　　　設計図　＞　本標準図　＞　公共建築改修工事標準仕様書（令和４年版）

ｅ）　本標準図の「標仕」とは、公共建築工事標準仕様書（令和４年版）を示す。

SD295

図面番号工事名称

○ ○ ○ ○ 設 計 事 務 所 ○○○○○○○○工事

図面名称 縮 尺 電意

Free 構 機

発注者

新潟県土木部都市局営繕課
変 更

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 補 強 壁 標 準 図

鉄筋コンクリート造補強壁標準図
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既存梁

目荒し

補強壁

あと施工アンカー

無収縮モルタル

割裂防止筋

壁筋と同径）

（リング内に取付）

目荒し

あと施工アンカー

スパイラル筋の重ね長さ

割裂防止筋

壁横筋

壁縦筋

補強筋(2-D13 かつ

※
(
1
0
d
)

40d以上 かつ２巻き以上

※
(
1
0
d
)

※（10d）は、壁開口補強筋用

１．施工標準図

２．仕上げ材の撤去及びコンクリートのはつり

　　　（最大で１０～１５ｍｍ）程度の凹凸を、打継ぎ面の３／４～全面にわたって付けることである。

ａ）　補強壁の増設に先立ち、既存柱・梁及び床の打継ぎ面より仕上材を完全に撤去する。

ｂ）　既存のコンクリート壁等をはつる場合は、出来る限り既存の鉄筋を打継ぎ面より４０ｄ以上残す。

ｃ）　既存鉄筋コンクリート躯体の打継ぎ面は目荒しを行う。この場合の目荒しとは、電気ピックなどを用いて平均深さ約５ｍｍ

ｄ）　打継ぎ面の目荒しは、既存のコンクリート部分に亀裂等を与えないように行う。

ｅ）　目荒しした打継ぎ面は水洗いし、はつり粉末を完全に除去する。

ｆ）　撤去材及びはつり屑等は、速やかに場外へ搬出し、作業環境を整備した上でつぎの工程にかかる。

３．あと施工アンカー

ｂ）　穿孔前に、既存鉄筋の位置を鉄筋探査機等により確認し、既存部の損傷を極力避ける。

　　　モルタルで補修する。

ｃ）　あと施工アンカー設置に際し、穿孔の位置・深さ・径及び垂直を確認し、アンカー埋込み前に穿孔内の切粉等を除去する。

ｅ）　現場施工されたあと施工アンカーは、全数の打音検査により、その固着度を確認し、監督員に報告する。

ｄ）　穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔する。なお、失敗孔の処理は、躯体と同等以上の強度の無収縮

ｆ）　現場施工されたあと施工アンカーは、補強壁１枚あたり３本以上〔梁下・柱・床（または梁上）各１本以上〕かつ、１日

　　　に施工されたものの各径ごとを１ロットとし、この中から３本について設計用引抜き耐力の約２／３の引張力（下表で指

　　　定）で非破壊引張試験を行い、固着力を確認する。もし検査本数のうちの１本でも異状が認められる場合は、当該壁面の

　　　全数の再試験を行い、その結果を監督員に報告し、以後の処理について監督員の指示を受ける。

　　　試験方法は、（社）日本建築あと施工アンカー協会の非破壊引張試験（油圧式あるいはレンチ加力式）による。

D13

非破壊引張試験

あと施工アンカー径

指定引張力（KN／本）

D16(基礎梁補強) D19(増設壁) D19(基礎梁補強）

ｇ）　あと施工アンカーの埋込み長さは８ｄ以上とする。ただし、壁開口補強筋用は１０ｄ以上とする。また、あと施工アンカー

　　　の定着は２０ｄ以上（六角ナット付き）とし、六角ナット取付けのためのネジ切りは先端より５０ｍｍ以下とする。

ｈ）　あと施工アンカーの位置は特記による。特記なき場合は、下図を参照する。

既存柱

シングル配置

へりあき

既存柱

チドリ配置

へりあき

へりあき

既存柱

はしあき

かつピッチ以下）
 ピッチ（7.5d以上 かつ300mm以下） （５ｄ以上

はしあき

かつピッチ以下）

（５ｄ以上  ピッチ（7.5d以上 かつ300mm以下）

　　主筋の内側）
（2.5ｄ以上かつ

（2.5d以上かつ主筋の内側）

ゲージ（5.5d以上）

 ピッチ（7.5d以上 かつ300mm以下）

はしあき

かつピッチ以下）

（５ｄ以上

ゲージ（4d以上）

　　主筋の内側）
（2.5ｄ以上かつ

d

打継ぎ面

8d 20d

既存コンクリート躯体 補強部材

アンカー筋（異形棒鋼）

六角ナット

※（10d）

先端45°カット，端部六角ナット付

※（10d）は、壁開口補強筋用

ダブル配置

既存梁

良（○）

不可（×）

せん断補強筋

あと施工アンカー

かぶりコンクリート

・　アンカーがシングルの場合は

　　原則として壁芯とする。

ａ）　あと施工アンカーの施工は、施工管理技術者及び、技能者は技量及び経験の証明となる資料を監督員に提出し、承諾を受ける。

４．鉄筋及び型枠

ａ）　鉄筋（スパイラル筋含む）及び型枠は現地実測に基づいた躯体寸法で施工する。

ｂ）　型枠は、コンクリート側圧・打設方法・セパレーターの取付け方法等を考慮して設計する。

ｃ）　型枠は、コンクリート打設及び無収縮モルタル圧入時の圧力で破損・変形のない堅固な構造とし、打ち上がりコンクリート部材の位置及び

　　　断面寸法の精度が保たれるよう組立てる。

ｄ）　既存部分と型枠の取合い部は、モルタル等の漏出が生じないよう適切な処置を講ずる。

ｅ）　型枠は、できるだけ型枠振動機が使用しやすいように組立てる。

５．コンクリート打設

ｃ）　コンクリートの強度発現期間内は充分な湿潤状態（散水等）で養生する。

　　　ただし、水膜ができるほど濡れていてはならない。

ａ）　既存鉄筋コンクリートの打継ぎ面及び型枠はよく吸水するので、打込み直前まで

　　　水湿しが必要である。型枠工事の開始前から、打込みまで数回の水湿しを行う。

ｂ）　コンクリートの打設にはバイブレーターの使用、またはタタキにより密実なコン

　　　クリートとなるように充分な施工計画を立てる。

　　　また、養生期間中は振動等を与えないようにする。

ｄ）　コンクリート打込み後５日間はコンクリートの養生期間とし、無収縮モルタル圧

ｅ）　本工事は、上部２００ｍｍを無収縮モルタル圧入により充填する方法を原則とす

　　　る。その他の方法を採用する場合は、監督員と十分協議し、決定する。

　　　入のための作業は行わない。（ただし、夏期工事に限る。）

６．無収縮モルタル圧入

　　　は振動等を与えないように注意する。

　　　が残らないように十分にケレン・清掃を行う。

　　　により圧入する。無収縮モルタル圧入に先立ち１段目打設上端は、レイタンス等

ｅ）　無収縮モルタルの強度発現期間内は充分な湿潤状態で養生する。また養生期間中

ｂ）　既存鉄筋コンクリートの打継ぎ面及び型枠は十分に吸水した状態にする。

ａ）　コンクリート打設は２段打ちとし、２段目は無収縮モルタルをグラウトポンプ等

ｃ）　無収縮モルタル圧入は、適切な圧力で中断しないように行う。

　　　る事により確認する。

ｄ）　無収縮モルタルの圧入は、モルタルが全ての空気抜き孔１，０００＠から出てく

既存梁

2
0
0

打ち止め

壁厚

普通コンクリート打設要領

コンクリート投入口

普通コンクリート

外部振動機等により締固め

型枠

補強壁

2
0
0

既存梁

空気抜き孔

無収縮モルタル圧入要領

桟木

あと施工アンカー

補強壁
型枠

鋼管等

割裂防止筋

モルタル圧入孔

ウレタン系シーリング
（速乾性）

壁厚

（２本抱）

１，０００＠

Ｈ＝ｔ：梁幅
Ｈ＞ｔ：梁幅＋２Ｈ

10d

ｔ

Ｈ

45ﾟ45ﾟ

既存

基礎梁

補強壁

１階床版の撤去及び補修

既存床版配筋

既存床版配筋と同径・同ピッチ

150以上150以上

Ｈ

ｔ

Ｈ＞ｔ：梁幅＋Ｈ
Ｈ＝ｔ：梁幅

基礎梁

既存

45ﾟ

10d

補強壁

１階床版の撤去及び補修

既存床版配筋

150以上

定
着
35d

既存床版配筋と同径・同ピッチ

注）床版の打継ぎ面は６０°程度にする。 注）床版の打継ぎ面は６０°程度にする。

７．１階床版補修標準図

完全スリット型（例）

（外部）

（内部）

既存の壁鉄筋

（横筋）

バックアップ材

30～50 100 程度

あらかじめ監督員の承諾を受けること。）

バックアップ材
一次シール（ＰＵ-２）

二次シール（ＰＵ-２）

シール（ＰＵ-２又はＭＳ-２）

ロックウール（標準密度80㎏/m3以上）等とし、 ＳＬＵ　：開口上のスリット長さ

ＳＬＤ　：開口下のスリット長さ

Ｌは、ＳＬＵまたはＳＬＤを示す

ｈＨＯ　 ：補強後の柱可とう長さ

※サッシ取り合い部は、手はつり等により

　躯体コンクリート・モルタルを残さない

　こと

ｈ
Ｏ

5
0

5
0

ｈ
Ｈ

Ｏ

Ｓ
Ｌ

Ｄ
Ｓ

Ｌ
Ｕ

スリット及び開口高さの表示

サ
ッ

シ
 
Ｈ

ｅ）　はつりに際しては、他の部分にひび割れを起さないよう慎重に行う。

ｃ）　耐震スリットは、外部から施工することを原則とする。

ｄ）　腰壁や垂壁と柱の切り放し作業は、カッターやはつりにより行う。

ａ）　施工内容　　　　　：　短柱の靭性の向上を目的として、腰壁・垂壁等に耐震スリットを新設する。

ｂ）　耐震スリット形状　：　巾は、３０ｍｍ～５０ｍｍ程度の完全スリット型（鉄筋切断）とする。

ｇ）　状況により上記に沿えない場合には、監督員と協議する。

ｆ）　余分にはつった部分は、無収縮モルタル（Ｆ＝３０Ｎ／ｍｍ2以上）にて補修を行う。

８．耐震スリット工事

・　無収縮モルタルの圧縮強度試験のための供試体は、ＪＩＳ　Ａ　１１３２（コンクリートの強度試験用供試体の作り

　　方）に準じて、直径５０ｍｍ、高さ１００ｍｍの円柱とする。圧縮試験は、ＪＩＳ　Ａ　１１０８（圧縮強度試験方

　　法）により行う。
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